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―薬による胃痛について教えてく
ださい。
　「痛み止めで、胃が荒れる」という副

作用はよく知られていると思います。原

因になる薬は、かぜ薬に含まれること

もあり、頭痛や腰痛にも一般に使われ

る非ステロイド 性 抗 炎 症 薬

（NSAIDs）というタイプの薬です。成

分名はイブプロフェン、ロキソプロフェ

ンなどです。脳梗塞や心筋梗塞を起

こした人が、血栓予防のために処方さ

因子は、高齢者、潰瘍の既往、抗血栓

薬併用、ピロリ菌感染者などです。

　一方、アセトアミノフェンという薬は

NSAIDsと同じくらいよく使われる、異

なるタイプの痛み止めですが、副作用

として胃腸障害がほとんどないので、

リスクのある患者さんにはこちらをお

勧めするケースが多いです。慢性の

痛みに対しては、痛み止めの種類を

検討したり胃薬を併用したりする必

要があるので、自己判断で市販薬を

継続せずに医師に相談しましょう。

―薬による下痢について教えてく
ださい。
　NSAIDsは胃だけではなく、小腸

や大腸の粘膜障害を引き起こすリス

クがあることも分かっています。長期

服用で下痢だけではなく、下血や貧

血などをきたすこともあります。

　下痢の副作用が最も多いのは抗

生物質です。抗生物質により正常な

腸内細菌のバランスがくずれて下痢

を起こすことがあります。服用中止で

おさまる軽い下痢であれば問題あり

ませんが、下痢の症状が長引き、発

熱や腹痛などを伴い重症化する場合

もあります。抗生物質に起因する腸

炎の代表が「偽膜性腸炎」です。腸

内細菌のバランスが崩れて、Clos-

tridium difficile（クロストリジウム・

ディフィシル）という細菌が異常増殖

し、この菌の毒素によって腸炎を起こ

します。大腸の粘膜に偽膜と呼ばれ

る小さい円形の膜を多数形成するこ

とを特徴とします。これが疑われる場

合には、毒素を検出するために便検

査が行われ、治療にはこの細菌を除

菌するための内服薬が処方されます。

　抗生物質には他にも副作用があり

ますし、耐性菌の問題もあるため適

正使用が求められています。

れるアスピリンもNSAIDsの一つです。

　これらの薬は胃の粘液を減らしたり、

粘膜の血流や防御力を低下させる作

用があるため、粘膜障害を起こしたり、

悪化すると胃潰瘍を生じたりするリス

クがあります。わが国では胃潰瘍の最

も多い原因はピロリ菌ですが、その次

に多いのがNSAIDsです。NSAIDsに

よる潰瘍は痛みがあまりない場合もあ

り、突然の出血によって発症すること

もあります。患者さん側のリスクになる
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住      所／札幌市豊平区福住2条1丁目2-5
 イトーヨーカドー福住店5F
電話番号／011-836-3531
診療受付／月～金曜　　 9:30～12:30
  　　　　　14:00～19:30
 土・日曜、祝日　9:30～17:00
休 診 日／不定期（年10日間）お問い合わせ下さい
理事長／田中 浩

高血圧、脂質異
常症、糖尿病など
の生活習慣病の
ほかに、食道、胃、
大腸、肝臓、胆の
う、すい臓などの
消化器疾患を中心に診療。肝臓の診察なども
行っております。休日、夜間も診療しており、東豊線
福住駅直結という立地で通院にも便利です。
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